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〇（写真左より）11月 2日、県主催「地域防災セミナー」に参加。講演「いのちをつなぐ避難所運営」の講師

はこれまで何度も能登に足を運んでいる山崎水紀夫さん（高知防災プロジェクト）。その後グループに分かれ

「避難所運営訓練」を実施しました。参加者は大半が女性ということで女性の視点が反映されました。 

〇11 月 3日、「憲法公布 78 周年県民のつどい」へ。「平和学」の視点や世界の平和運動の取り組みを学び視

野が広がりました。また戦争遺跡の調査・保存・整備の大切さも痛感。長年の運動で保存が決まった朝倉４４連

隊の弾薬庫について、県民参画で整備することが必要ではないでしょうか。 

〇11 月 4日、介良小学校区防災訓練がありました。車いすの高齢者も参加してくださっており、校舎屋上まで

工科大防災サークルのみなさんと一緒に避難しました。 

〇11 月 4日、「パリ２０２４パラリンピック報告会」に出席。車いすラグビーの池選手と円盤投げ鬼谷選手が

それぞれ報告。それぞれ大変な困難に直面しながら希望を見出し、たゆまない努力で勝ち取ったすばらしい成績

です。お二人の人間性のすばらしさがスピーチに滲んでおり、感動しました。本当におめでとうございます！ 

◆議会の決算特別委員会で連日審査をしています。市議会とシステムがちがい 10 日間にわたる日程で大変です

が、県民本位の予算執行になっているかチェックしています。 

 

 

 

細木りょうの“まいゆう日誌” 

はみだしヴォイス パラリンピック報告会で池選手とお話した際、私のスマホに貼っている「ガザに平和を」ステッカーを見て、「いいです

ね。友人で車いすラグビーのウクライナの選手が銃撃されたんです。」と話してくれました。池さんの平和への思いを感じた瞬間でした。 

 

9月県議会定例会  

万博イベント費用 7500 万円の削除求める 

県議団は、大阪関西万博でのイベント開催費用７５００万円

の削減を求める修正案を提案（賛成は共産のみで否決）。その

後、耐震化促進を含む補正予算原案に賛成、全会一致で可決し

ました。また、県は指定管理している施設の料金収入を総経費

の一定割合とする方針を定めていることから、物価高騰により

増大した経費に対応し、使用料・入場料を引上げる条例改定案

を提出。党は、文化・スポーツを県民から遠ざけるものと反対

しました。（細木が反対討論を行いました） 

県議団は「再審法改正を求める意見書」、「現行の保険証の

存続を求める意見書」を提出。県民の会の皆さんが賛同いただ

きましたが、賛成少数で否決となりました。 

 

 

  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

「裏金」断罪する与党過半数割れ 

10月 27 日投開票が行われた衆議院選挙では

「裏金」問題への国民の怒り、終盤またまた赤

旗がスクープした「裏公認」が決定打となり与

党の過半数割れという結果となりました。翌日

朝、県庁前で選挙報告を浜川さん、県市議団で

行いました。四国の議席復活は果たせませんで

したが、公約実現に向けがんばります！ 

 

 


